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JEM打上げ費のオフセットに係るNASAとの原則合意について

平成9年9月17日
科　学　技　術　庁

宇宙開発事業団

　　　1．概要

　　　　　科学技術庁／宇宙開発事業団（NASDA）は、国際宇宙ステーショ．ン計画

　　　　において、宇宙開発予算の効率的な執行、日本国内への技術蓄積及び国内技術

　　　　の活用による同計画への貢献を図るとの観点から、米国航空宇宙局（NASA）

　　　　のスペース’・シャトルによる日本の実験棟（JEM）の打上げ費の支払いを、

　　　　米国提供要素の一つである生命科学実験施設（セントリフユージ）等の整備・

●　提供によって代替（オフセット）すること1こつき・平成8年10月よりNAS
　　　　Aとの協議を行ってきた。

　　　　　今般、上記オフセットの内容につき原則合意に達したため、NASDAとN

　　　　ASAとの間で、上記オフセットに係る原則合意文書に署名した。近日中に、

　　　　科学技術庁とNASAとの間で当該内容を確認するレターの交換を行う予定。

　　　2．原則合意事項の概要

　　　　（1）NASAが提供するもの

　　　　　○スペース・シャトルによるJEMの打上げ（計3回）

　　　　（2）NASDAが提供するもの
　　　　　○セントリフユージ（別丁1）構成要素

　　　　　　・人工重力発生装置搭載モジュール（CAM）

　　　　　　・人工重力発生装置・（CR）●
　　　　　　・生命科学グローブボックス（LSG）

　　　　　OH－llA（2トン級；二二2）の打上げ（1回）

　　　　　　・打上げ時期は、2003年4月～2005年12月の間
　　　　　　・ミッション、搭載物は未定

　　　　　OJEM曝露部実験装置用インタフェース機器（別記3）8式

3．今後の予定

　　今後、セントリフユージの整備に係る平成10年度予算の認可後、科学技術

　庁とNASAとの間で本件オフセットに係る実施取決め（国際宇宙ステーショ

　ン計画に係る日本国政府とNASAとの間の了解覚書に基づく取決め）を締結

　する予定。
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（参考）打上げスケジュール（予定）

1．　JEM

　　2001年（平成13年）

　　2001年（平成13年）

　　2002年（平成14年）
2．セントリフユージ

　　2001年（平成13年）

　　2003年（平成15年）

月
月
月

JEM補給部与圧区

JEM与圧部、マニピュレータ

JEM曝露部、補給部曝露区

　9月　　生命科学グローブボックス

10月　　人工重力発生装置搭載モジゴール

　　　　人工重力発生装置
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LSG

●

CR
人工重力発生装置

Centrtfuge　Rotor

●

生命科学グロープポツクス

Life　Science　Glovebox

CAM

生物飼育箱

　保管ラック1＼

＼

人工重力発生装置搭載モジュール
Centrifuge　Accomodation　Module
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実験支援装置

生物飼育箱保管ラック2

生物飼育箱

生命科学実験施設（セントリフユージ）
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人工重力発生装置（CR）め概要

主要諸元

重量 1，875kg以下

寸法 　　　　　　　π�]半径1．25m

対象実験生物 細菌、細胞、植物、水棲動物、爬虫
ﾞ、

生物飼育箱’ 最：大重量：81kg

ﾅ大寸法：W19”×H24．5”×D24”

ﾅ大搭載数：8個

発生加速度 0．019～2．009（0．019刻み）

外枠構体

生物飼育箱挿入ロ

　　　人工重力発生装置ICR）
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生命科学グローブボックス（LSG）の概要

主要諸元

重量 650kg以下

寸法 打上げ時：国際共通実験ラック（ISPR）1ラック分

生命飼育箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ﾅ大重量：108kg

ﾅ大寸法：W19”×H28“×D24”

ﾅ大搭載数：2個

クルー作業性 最大2名のクルーが作業可能

ワークボリューム 容積：0．5m3以上

ｷ度：18～27℃の範囲の設定値±1℃以内

国際共通案験ラック

（lSPR）

　　　　　　　　　第2グローブボート

膨

θ 三三挿入ロ

第1グローブボー・ト

　　　　　　＼繍箱

　　　　　　　　7

生命科学グローブボックス（LSG）



ρ

概観図（静止2トン級H－llAロケット）
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フェアリング

衛星搭載アダプター

第2段液体水素タンク

第2段液体酸素タンク

搭載機器部

ガスジェット装置

第2段エンジン：LE－5B

第1段液体酸素タンク

タンク中央部

第1段液体水素タンク

固体ロケットブースター：SRB－A

第1段エンジン：LE－7A
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曝露部
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曝露部実験装置用インタ

フェース機器
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重量

寸法

約30kg

外径約65cm
奥行約25cm

讃。

，

曝露部実験装置用インタフェース機器
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曝露部実験装置

昌
蘇
ω


